
1 

 

  

 

 

2019ITU 世界トライアスロン・パラトライアスロンシリーズ横浜大会の 

結果報告について 

 

 2009 年第１回大会から数え 10 回目の記念の開催となりました「2019ITU 世界トライアスロン・

パラトライアスロンシリーズ横浜大会」を令和元年５月 18 日(土)、19 日(日)の両日に開催しまし

たので結果を報告します。 

 

１ 競技結果 

（１）５月 18 日（土）エリート（トップアスリート）大会 

競技種目 出走者数 完走者数 完走率 

エリート 
93 人＜108 人＞ 

（男 49／女 44） 

86 人＜94 人＞ 

（男 45／女 41） 
92.5%＜87.0％＞ 

パラトライアスロン 
70 人＜70 人＞ 

（男 41／女 29） 

70 人＜69 人＞ 

（男 41／女 29） 
100%＜98.6%＞ 

参加国 37 の国及び地域 

  ＜ ＞内は 2018 大会  

（２）主な成績 
  （エリート） 

【女子】 
レース結果 

順位 氏名 国及び地域 タイム 

１位 ケイティー・ザフィアエス アメリカ 1:52:12 

２位 サマー・ラパポート アメリカ 1:52:33 

３位 テイラー・スパイビー アメリカ 1:53:29 

（日本人） 

４位 高橋 侑子 日本 1:53:38 

22 位 佐藤 優香 日本 1:58:08 

【男子】 
レース結果 

順位 氏名 国及び地域 タイム 

１位 バンサン・ルイ フランス 1:43:21 
２位 ヘンリー・スクーマン 南アフリカ 1:43:24 

３位 ベンツェ・ビチャーク ハンガリー 1:43:26 

（日本人） 

33 位 ニナー・ケンジ 日本 1:47:01 

38 位 北條 巧 日本 1:48:33 
 
 
 
   (パラトライアスロン) ※障害の種類・程度により６区分 
   ○切断や麻痺など肢体不自由の立位の選手が出場するクラス（ＰＴＳ４） 

ＰＴＳ４ 

【女子】 

レース結果 

順位 氏名 国及び地域 タイム 

 1 位 ケリー・エムルリンガー アメリカ 1:16:34 

２位 谷 真海 日本 1:18:43 
   
○ハンドサイクルや競技用車いすを使用する選手が出場するクラス（ＰＴＷＣ） 

ＰＴＷＣ 

【女子】 

レース結果 

順位 氏名 国及び地域 タイム 

1 位 ジェイド・ホール イギリス 1:09:01 

２位 ケンドール・グレッチ アメリカ 1:09:33 

３位 ローレン・パーカー オーストラリア 1:09:55 

（日本人） 

４位 土田 和歌子 日本 1:10:23 
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（３）５月 19 日（日）エイジ（一般）大会 

競技種目 出走者数 完走者数 完走率 

エイジパラ 
トライアスロン 

27 
＜31＞ 

26 
＜30＞ 

96.3％ 
＜96.8％＞ 

男 女 男 女 

21 
＜24＞ 

6 
＜7＞ 

21 
＜23＞ 

5 
＜7＞ 

エイジ 
スタンダード 

1,128 
＜1,118＞ 

1,078 
＜1,049＞ 

95.6％ 
＜93.8％＞ 

男 女 男 女 

973 
＜942＞ 

155 
＜176＞ 

930 
＜884＞ 

148 
＜165＞ 

エイジ 
スプリント 

259 
＜265＞ 

239 
＜243＞ 

92.3％ 
＜91.7％＞ 

男 女 男 女 

213 
＜222＞ 

46 
＜43＞ 

196 
＜206＞ 

43 
＜37＞ 

エイジリレー 
123（41 組） 

＜102（34 組）＞ 
120（40 組） 

＜102（34 組）＞ 
97.6％ 

＜100％＞ 

合計 
1,537 

＜1,516＞ 
1,463 

＜1,424＞ 
95.2％ 

＜93.9％＞ 

   ※ 最年少出場者 17 歳、最高齢 81 歳              ＜ ＞内は 2018 大会  

 

２ 観戦者数 

  465,000 人（２日間合計･･･18 日(土) 195,000 人、19 日(日) 270,000 人） 

 

３ ボランティア 

  延べ約 1,200 人 

 

４ 映像発信 

（１）ＮＨＫ ＢＳ１ 約５時間にわたりエリート女子・男子競技を生中継 

５月 18 日（土）10:00～15:15 

（２）国際トライアスロン連合ウェブサイトを通じた世界配信 

５月 18 日（土）、５月 19 日（日）とも大会終了まで放送 

 

５ 2019 年大会の特徴 

  第 10 回記念大会の特別企画「キッズドリームフェスタ in YOKOHAMA」開催 

  18 日（土）エリート大会後に日本人エリート選手も応援にかけつけ、エリート選手と同じフ

ィニッシュエリアを使用し、キッズデュアスロン※と、親子でトライアスロンの魅力を体感でき

るキッズミニファンランを開催しました。 

  ※ スイムを除く。第１ラン、バイク（自転車）、第２ランの順で実施 

項目 実施内容 参加者数 

キッズデュアスロン 第１ラン 0.3km/バイク 1.6km/第２ラン 0.7km キッズ 28 名 

キッズミニファンラン ファンラン 0.16km（160m） キッズ 117 名／保護者 138 名 

 

６ コース 

   山下公園をメイン会場に、スイム 1.5km、バイク 40km、ラン 10km、全体で 51.5km のスタン

ダードディスタンス（３頁コース図参照）  
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＜コース図＞ 5/18（土）エリートコース 

 

 

 
 

 

 

 

 

＜コース図＞ 5/19（日）エイジコース 
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５/18（土）エリートパラ女子 日本人選手の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

谷 真海 選手（ＰＴＳ４ ２位） 土田 和歌子 選手（ＰＴＷＣ ４位） 

５/18（土）エリート男女 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（男子）山下公園前海域をスイム２周回 （女子）高橋 侑子 選手 ４位 

５/18（土）キッズドリームフェスタ in YOKOHAMA ／ ５/19（日）エイジ（一般参加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キッズミニファンラン  親子で力走   ／  横浜ローズウィークのバラで彩られたランコース 

© Satoshi TAKASAKI/JTU 


